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先週、例年同じ日である９月１日に２学期がスタートしました。

校内テレビ放送で行った始業式で、子どもたちに話した内容は下記のとおりです。

９月２日、本年度２回目の避難訓練を行い

ました。今回は、地震発生時にどのように避

難するかを各学級で確認をし、緊急地震速報

に合わせて避難をしました。

地震の音響が流れている間は、机の下にも

ぐって机が動かないように足をしっかりもち

ました。そして、避難時は机の上にあっ

た教科書や机にかけてあった赤白帽子な

どで頭を守り、素早く避難しました。

その後、全校児童でシェイクアウト訓

練を行いました。「自分の命は自分で守

る」ために、身体で覚え、力をつけてい

きたいと思います。
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今日から９月です。２学期のスタートにあたり、お話します。

先週の１学期終業式に、１学期の「豊坂小・あいうえお」について自分でふり返り、とても頑張

った子は◎、頑張った子は○、あまり頑張れなかった子は△に手を挙げてもらいましたね。すると、

「い・一生懸命勉強」が◎の子は半分以上の約６割と大変多く、○もあわせるとほとんどの子が頑

張ったと感じていることがわかりました。頑張ったと自信をもち、自分で自分を認めることができ

ることは、とてもよいことですね。そして、もう一つわかったことは、先生たちは大変頑張ってい

るように思っても、○や△に手を挙げた子がいました。これは、きっと「目標まではできていない」

「もっとできる」と感じた意欲の表れだと思います。この「自分に厳しく、まだできる、もっとも

っとできる」という気持ちも大切です。２学期は、目標に向けてどんどん頑張る姿をたくさん見せ

てくれそうで、とても楽しみです。

今年度は２学期もコロナ対策のため、今までと同じように行事や活動を行うことは難しく、１０

月のすもう大会、１１月の学芸会も同じようにはできません。だからこそ、豊坂小のみんな一人一

人がアイディアを出し合い、自分たちでよりよくする時です。「どうすればいいんだろう？」と、「ピ

ンチ」に感じますが、「ピンチはチャンス」です。辛く苦しいピンチの状況のときこそ、新たなこ

とをスタートするのに絶好の機会、チャンスです。昔から伝わることわざに、「災い転じて福とな

す」という言葉があります。「自分の身にふりかかった災いを上手く利用して、逆に自分の福にな

るよう工夫すること」という意味です。ここで大切なことは、「チャンスに変える」のも、「災いを

福に変える」のも、自分自身、自分が考えてとる行動によるということです。

そこで、豊坂小のみんなに大切にしてほしいことは、「と・よ・さ・か」

です。「共に・よさを・さぐり・考えましょう」。そして、２学期は、全校

３９３名が、今、この時を大事に「本気」で取り組み、「本気がいっぱい」

の豊坂小にしましょう。 みんなの頑張る姿を楽しみにしています。

みんなで、一緒に頑張りましょう。
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昨日予定していた授業参観が実施できなか

ったため、一部ですが様子を紹介します。

授業に集中する

６年生の姿勢は

素晴らしく、目

が 輝 い て い ま

す。じっくり考

えて、ノートに

まとめる姿も多

く見られます。

さすがですね。

５年生は友だちの話を聞き、

自分たちで意見を出し合う姿

がたくさん見られています。

４年生は、姿勢よく授業に向

かい、自分の考えをしっかり

文章に書いたり、活動に取り

組んだりしています。

３年生は、教科書や資料

をしっかり読んだり、考

えを近くの友だちに伝え

たりしています。

２年生は、教科書の文を指で

追いながら音読したり、隣の

友だちに発表したりして自信

をもって学習しています。

１年生は多くの子が挙手をし、意欲的に発言

をしています。また黒板を見たり、友だちの

話をしっかり聞いたりして学習しています。


